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（
埋
葬
及
び
火
葬
の
特
例
）

第
八
十
六
条
の
四

著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
で
あ
つ
て
、
当
該
災
害
に
よ
り
埋
葬
又
は
火
葬
を
円
滑
に

行
う
こ
と
が
困
難
と
な
つ
た
た
め
、
公
衆
衛
生
上
の
危
害
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
災
害
を
政
令
で
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
厚
生
労

働
大
臣
の
定
め
る
期
間
に
限
り
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
五
条

及
び
第
十
四
条
に
規
定
す
る
手
続
の
特
例
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
廃
棄
物
処
理
の
特
例
）

第
八
十
六
条
の
五

著
し
く
異
常
か
つ
激
甚
な
非
常
災
害
で
あ
つ
て
、
当
該
災
害
に
よ
る
生
活
環
境
の
悪
化
を
防
止

す
る
こ
と
が
特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
も
の
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
当
該
災
害
を
政
令
で
指
定
す
る
も
の
と
す

る
。

２

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
期
間
を
限
り
、
廃
棄
物
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
廃
棄
物
処
理
法
」
と
い

う
。）第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
廃
棄
物
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
処
理
を
迅
速
に
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
地
域
を
廃
棄
物
処
理
特
例
地
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

環
境
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
処
理
特
例
地
域
を
指
定
し
た
と
き
は
、
廃
棄
物
処
理
特
例
地
域
に

お
い
て
適
用
す
る
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
及
び
処
分
（
再
生
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
関
す
る

基
準
並
び
に
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
を
市
町
村
以
外
の
者
に
委
託
す
る
場
合
の
基
準
を
定
め
る
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
廃
棄
物
処
理
特
例
基
準
」
と
い
う
。）

は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
十
二
条
第
一
項
並
び
に
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規

定
す
る
基
準
と
み
な
す
。

４

廃
棄
物
処
理
特
例
地
域
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
の
委
託
を
受
け
て
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
を
業
と

し
て
行
う
者
は
、
廃
棄
物
処
理
法
第
七
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
又
は

第
十
四
条
の
四
第
一
項
若
し
く
は
第
六
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
な
い
で
、

当
該
委
託
に
係
る
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
を
業
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
を

業
と
し
て
行
う
者
に
よ
り
廃
棄
物
処
理
特
例
基
準
に
適
合
し
な
い
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
が
行
わ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
廃
棄
物
の
収
集
、
運
搬
又
は
処
分
の
方
法
の
変
更
そ
の
他
必

要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

環
境
大
臣
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄
物
処
理
特
例
地
域
を
指
定
し
、
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
廃
棄

物
処
理
特
例
基
準
を
定
め
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
節

被
災
者
の
保
護

第
一
款

生
活
環
境
の
整
備

（
避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整
備
等
）

第
八
十
六
条
の
六

災
害
応
急
対
策
責
任
者
は
、
災
害
が
発
生
し
た
と
き
は
、
法
令
又
は
防
災
計
画
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
避
難
所
を
供
与
す
る
と
と
も
に
、
当
該
避
難
所
に
係
る
必
要
な
安
全
性
及
び
良
好
な
居

住
性
の
確
保
、
当
該
避
難
所
に
お
け
る
食
糧
、
衣
料
、
医
薬
品
そ
の
他
の
生
活
関
連
物
資
の
配
布
及
び
保
健
医
療

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
そ
の
他
避
難
所
に
滞
在
す
る
被
災
者
の
生
活
環
境
の
整
備
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
避
難
所
以
外
の
場
所
に
滞
在
す
る
被
災
者
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
八
十
六
条
の
七

災
害
応
急
対
策
責
任
者
は
、
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
避
難
所
に
滞
在
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
被
災
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
生
活
関
連
物
資
の
配
布
、
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
情
報
の
提
供
そ
の
他

こ
れ
ら
の
者
の
生
活
環
境
の
整
備
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
款

広
域
一
時
滞
在

第
十
章
を
第
十
一
章
と
し
、
第
九
章
を
第
十
章
と
す
る
。

第
百
五
条
第
一
項
中
「
激
甚じ

ん

な
」
を
「
激
甚
な
」
に
、「
推
進
す
る
」
を
「
推
進
し
、国
の
経
済
の
秩
序
を
維
持
し
、

そ
の
他
当
該
災
害
に
係
る
重
要
な
課
題
に
対
応
す
る
」
に
改
め
る
。

第
百
七
条
中
「
当
該
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
に
係
る
地
域
を
所
管
区
域
と
す
る
」
を
削
る
。

第
百
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
対
処
基
本
方
針
）

第
百
八
条

政
府
は
、
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
災
害
緊
急
事
態
へ
の

対
処
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
対
処
基
本
方
針
」と
い
う
。）を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

対
処
基
本
方
針
に
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

災
害
緊
急
事
態
へ
の
対
処
に
関
す
る
全
般
的
な
方
針

二

災
害
応
急
対
策
に
関
す
る
重
要
事
項

三

国
の
経
済
の
秩
序
の
維
持
に
関
す
る
重
要
事
項

四

前
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
当
該
災
害
に
係
る
重
要
な
課
題
へ
の
対
応
に
関
す
る
重
要
事
項

五

前
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
係
る
事
務
を
的
確
に
遂
行
す
る
た
め
の
政
府
の
体
制
に
関
す
る
重
要
事
項

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
対
処
基
本
方
針
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
閣
議
の
決
定
が
あ
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
対
処
基
本
方
針
を
告
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５

内
閣
総
理
大
臣
は
、
災
害
緊
急
事
態
へ
の
対
処
に
当
た
り
、
対
処
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
内
閣
を
代
表
し
て

行
政
各
部
を
指
揮
監
督
す
る
。

６

第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
対
処
基
本
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７

対
処
基
本
方
針
は
、
第
百
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が
廃
止
さ
れ
た
時
に
、
そ
の
効

力
を
失
う
。

８

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
対
処
基
本
方
針
が
そ
の
効
力
を
失
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
そ
の
旨

を
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
八
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
情
報
の
公
表
）

第
百
八
条
の
二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
に
係
る
災
害
に
つ
い
て
、

当
該
災
害
の
状
況
、
こ
れ
に
対
し
て
と
ら
れ
た
措
置
の
概
要
そ
の
他
の
当
該
災
害
に
関
す
る
情
報
を
新
聞
、放
送
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
民
へ
の
協
力
の
要
求
）

第
百
八
条
の
三

内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
国
民

に
対
し
、
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
国
民
生
活
と
の
関
連
性
が
高
い
物
資
又
は
国
民
経
済
上
重
要
な
物
資
を
み
だ

り
に
購
入
し
な
い
こ
と
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

国
民
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
に
伴
う
特
例
）

第
百
八
条
の
四

第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
、

第
八
十
六
条
の
三
第
一
項
、
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
災
害

を
指
定
す
る
政
令
が
定
め
ら
れ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
第
八
十
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
六
条
の

三
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
八
十
六
条
の
四
第
二
項
並
び
に
第
八
十
六
条
の
五
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定

を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
八
十
六
条
の
二
第
二
項
及
び
第
八
十
六
条
の
三
第
二
項
中
「
政
令
で
定

め
る
区
域
及
び
期
間
」
と
あ
る
の
は
、「
当
該
災
害
に
係
る
緊
急
災
害
対
策
本
部
の
所
管
区
域
及
び
当
該
災
害
に
係

る
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
た
時
か
ら
当
該
緊
急
災
害
対
策
本
部
が
定
め
る
日
ま
で
の
間
」
と
す
る
。

２

第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
災
害
緊
急
事
態
の
布
告
が
発
せ
ら
れ
る
前
に
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
、
第
八
十
六

条
の
三
第
一
項
、
第
八
十
六
条
の
四
第
一
項
又
は
第
八
十
六
条
の
五
第
一
項
の
い
ず
れ
か
の
規
定
に
よ
り
当
該
災

害
を
指
定
す
る
政
令
が
定
め
ら
れ
た
と
き
は
、
前
項
（
当
該
政
令
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
は
、
適
用
し
な

い
。
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